
可
制
小
股
巻
十
二

で
借
宅
い
た
し
.
姓
名
主
長
監
物
と
改
て
位
居
す
。
共
座
主
は
蹴
仰

に

τ、
監
物
が
身
代
を
か
せ
ぐ
併
も
な
く
、
様
子
も
友
き
を
見
、
身

上
か
せ
が
れ
候
へ
と
す
a
A

む
れ
ど
も
、
少
し
存
寄
有
之
候
と
て
喰
つ

ぷ
し
ゐ
る
。
或
時
亭
主
主
呼
び
、
共
方
は
紙
屋
ι
な
れ
ば
、
我
等
犬
小
を

見
紛
へ
と
て
・
刀
を
見
せ
け
る
に
、
少
し
抜
か
け
推
級
吉
、
扱
々
結
構

成
刀
、
正
宗
陀
川
県
紛
と
云
。
脇
指
を
見
せ
け
れ
ば
、

R
Z
も
来
図
俊
也

と
巾
候
。
本
主
去
棋
は
、
ニ
眼
と
も
御
自
分
指
料

K
は
過
分
の
物
也
。

大
名
衆
指
料
K
-MA惜
別
ひ
・
浪
人
の
た
つ
吉
に
も
被
成
候
へ
と
云
。
=
一
太

郎
開
て
・成
程
同
心
な
り
o
何
分
陀
も
抑
制
入
と
一
宮
ひ
、
代
り
の
大
小

E

買
ひ
、
右
の
大
小
を
亭
主
へ
渡
す
o
牟
年
許
有
之
、
亭
主
白
銀
十
三
賀

目
執
出
で
三
太
郎
へ
波
之
・
御
大
小
の
代
銀
也
。
本
阿
獄
中
部
へ
地
し

候
は
w
晶、

狛
{
且
放
桃
候
は
ん
づ
れ
ど
も
、
江
戸
へ
遣
し
候
へ
ば
延
引

に
混
成
候
放
.
都
に
て
緋
候
。

不
足
に
可
有
之
候
へ

E
も
.
御
地
忍

候
へ

と
云
。
一
一
一
太
郎
聞
て
扱
て
過
分
の
至
也
。
骨
折
に
と
て
、
上
の

三
賀
目
尖
方
へ
可
訟
と
い
ふ
。
亭
主
将
三
鮮
し
け
れ
ど
も
絡
に
不
問
。

共
後
矧
み
け
る
は
、
江
戸
へ
慌
越
身
代
か
せ
ぎ
度
候
問
、
若
縦
二
人

鎗
持
一
入
車
問
岨
取
・
挟
箱
持
召
置
く
れ
よ
と
云
。
叉
惣
金
の
界
瓜
一

使
、箱
入
に
し
て
制
へ
く
れ
候
へ
と
頼
む
。
卒
主
心
得
才
覚
す
。
但
金

)¥ 

界
風
は
、
江
戸
に
で
も
と
め
可
M
m
と
云
け
れ
ど
も
・
建
て
段
け
れ
ば

求
め
諮
し
候
。
扱
乗
懸
馬
K
打
衆
り
放
立
て
.
放
宿
々
々
に
て
は
此

金
田
肘
風
を
は
し
ら
か
し
け
り
。
扱
江
戸
内
夢
枕
川
、
町
並
に
佑
宅
し
、
か

の
金
界
風
を
平
生
立
て
、
長
監
物
と
大
文
字
K
名
札
を
打
て
位
す
。

月
日
か
さ
な
れ
ど
も
身
代
か
せ
ぐ
様
子
私
な
き
故
、
事
主
不
詳
し
け

る
に
、
訓
子
笠
の
過
に
は
今
時
は
か
取
不
申
斡
山
、

還
を
天
K
任
せ
て

在
と
い
ふ
。
然
雌
如
何
な
る
放
陀
や
‘
勝
堂
大
接
頭
殿
よ
り
.
長
氏

の
者
を
召
抱
度
と
て
、
方
々
開
立
被
申
候
。
亭
主
宰
陀
藤
堂
氏
へ
出

入
仕
候
陀
付
・
此
俄
を
申
出
す
。
幸
の
都
た
り
、
二
百
石
許
に
も
召

置
度
と
の背中
也
。
北
ハ
段
監
物
に
由
叩
け
れ
ば
え
せ
笑
て
、
取
持
過
分
也

と
迄
一
耳
て
不
取
合
。
亭
主
持
づ

1
1聞
け
る
に
、
如
此
零
溶
い
た
せ

ど
も
・
二
百
石
平
三
百
石
に
副
都
公
陀
は
出
ら
れ
宇
と
云
。
共
段
中
入

け
れ
ば
・
然
ば
五
百
石
K
可
抱
と
の
背
中
に
付
、
共
段
申
聞
け
れ
ど
も

初
の
如
〈
陀
一
冨
て
居
る
。
大
串
狛
ゆ
か
し
く
、
千
石
に
抱
可
申
と
あ

り
付
り
o
共
時
監
物
云
け
る
は
‘
度
-K

の
取
持
過
分
の
豆
、
枠
制
不
足

K
存
候
へ
ど
も
、
兆
方
陀
針
し
奉
公
民
可
出
と
て
領
本
す
。
絡
に
藤

堂
氏
の
家
臣
と
な
る
。
右
の
首
尾
関
ふ
と
、川
即
刻
早
飛
脚
を
以
て
釘
州

長
家
へ
、
右
の
趣
一
々
仲
世
紀
し
、御
爪
の
端
と
申
立
‘
身
上
利
憐
申
候
。

共
許
へ
尋
ね
陀
可
会
候
。
御
返
答
一
つ
に
て
身
代
の
浮
沈
相
桜
候
。

何
分
陀
も
悲
願
侠
旨
申
附
候
。
九
郎
左
衛
門
.
前
開
封
馬
へ
此
ぽ
及

相
談
候
。
下
陀
て
は
難
務
と
て
、
前
多
様
公
へ
奉
伺
け
る
に
、
九
郎

左
術
門
存
じ
ゅ
甘
次
鉱
区
候
。
但
人
の
身
上
の
都
民
候

m.
共
心
俗
可

有
候
都
陀
候
旨
命
下
る
。
共
飛
仰
に
は
先
相
心
得
候
と
返
事
申
越
け

る
に
、
大
接
関
殿
よ
り
都
陀
参
候
飛
脚
K
.
石
動
に
て
行
逢
と
也
。

此
返
牲
に
は
九
郎
左
衛
門
家
へ

、
成
程
筋
目
有
之
同
姓
無
紛
候
旨
申
・

船
ら
る
。
監
物
期
首
尾
側
ひ
ぬ
。
と
れ
ほ
ど
の
者
故
才
覚
宜
数
、
大

先
頭
股
m
m
k
入
け
り
。
共
頃
大
間
申
頭
殴
大
名
一
番
の
摺
切
也
。
州
川副
町

の
相
般
家
老
ど
も
愈
訟
の
上、

同
品
物
才
品
百
申
五
時
制
候
問
、
此
者
簡
略
山
中

行
可
然
と
一宮
上
陀
付
、
共
役
被
申
付
に
家
中
は
不
及
申
‘
百
姓
町
人

等
迄
難
般
に
不
及
.
扱
図
用
も
不
自
由
無
之
桜
花
工
夫
い
た
し
、
五

年
の
内
借
銀
迄
不
磁
相
掛
け
り
。
依
之
弧
H
m
k
入
、
段
々
取
立
八
千
石

を
給
ひ
.
家
老

K
被
巾
付
崎
町
時
.
往
古
小
人
山
中
公
い
た
し
、
元
来
長

氏
陀
て
は
鮭
…
之
有
培
‘
有
の
ま
t
A

陀
官
上
し
け
れ
ば
、
正
直
成
も
の

也
と
て
孤
筑
に
入
、
一
勝
堂
氏
を
剛
糊
て
勝
堂
監
物
と
桝
す
る
是
也
。
共

子
も
相
縦

τ
家
老
職
を
勤
む
。
此
仔
細
K
付
御
家
へ
御
出
入
い
た

し
.
元
総
年
中
迄
戻
子
肩
衣
拾
悠
づ
っ
献
上
い
た
し
.
被
下
物
も
有

可
観
小
説
巻
十

之
候
庭
、
近
年
御

m時
に
て
此
事
は
相
止
候。

一
、
小
松
出
品
向
御
，uy
の
怪
異

卒
保
六
年

T
武
八
月
十
五
日
夜
、
京
都
御
城
内
御
小
姓
組
仙
石
悶
幡

一

守
段
組
御
容
所
の
次
の
問
中
程
へ
二
亥一
時
頃
よ
り
茶
臼
の
上
石
ほ

E
一

の
石
落
巾
候
。
天
井
の
板
は
鋲
不

'm候
回
回
、
何
方
よ
り
務
候
と
巾
本

知
}
小
中
盤
百
‘
同
月
甘
三
日
利
倉
韮
首
位
叫
京
本
邸
へ
会
候
て
の
物
詩

也
。
此
話
K
何
百
井
設
徳
認
に
云
。
微
妙
公
の
御
代
・
小
松
茸
島
の
御

事
に
笠
夜
間
人
宛
士
の
勤
番
あ
り
。
或
夜
御
卒
の
内
.
殊
の
外
物
騒

し
く
難
心
得
候
K
付、

宿
直
の
士
総
戸
を
問
吉
見
け
れ
共
、

腕
き
阜

の
事
故
見
え
か
ね
候
。

下
帯
の
足
髄
を
呼
寄
、
内

へ
入
見
届
可
申
候。

我
等
は
口
の
方
へ
出
る
所
主
、
仕
留
可
申
旨
巾
付
る。

足
程
一
人
内

へ
入
り
探
り
あ
り
く
に
、
何
か
は
し
ら
宇
手
陀
さ
は
る
ゆ
ゑ
、
組
付
げ

れ
ど
も
手
に
不
合
に
付
.脇
刺
陀
て
突
古
け
れ
ば
、南
無
阿
揃
陀
仰
と

喝
へ
け
る
に
力
を
得
、
ば
け
物
し
と
め
た
り
と
呼
け
れ
ば
、
仰
れ
も
内

へ
入
.火
を
以
て
之
を
見
れ
ば
.
男
一
人
炎
殺
し
た
り
。
能
く
見
れ
ば

小
松
町
の
番
太
郎
也
。
共
居
所
へ
人
を
泊
し
と
ふ
に
、
番
太
郎
不
見
。

絡
を

一
本
持
て
居
た
り
。

町
を
廻
り
た
る
ま
a
A

忙
て
.
御
一品中の
内
へ

入
た
り
と
見
ゆ
。
可
入
の
口
も
な
し
、
怪
敷
背
中
也
。
共
夜
の
勤
容
の

九




